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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第１四半期累計期間
第15期

第１四半期累計期間
第14期

会計期間
自　2023年２月１日
至　2023年４月30日

自　2024年２月１日
至　2024年４月30日

自　2023年２月１日
至　2024年１月31日

売上高 （千円） 202,664 245,062 3,325,443

経常利益又は経常損失（△） （千円） △67,489 △63,448 157,401

四半期純損失（△）又は当期純利

益
（千円） △65,872 △62,586 109,846

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 260,928 260,928 260,928

発行済株式総数 （株） 1,845,500 1,845,500 1,845,500

純資産額 （千円） 854,049 967,809 1,032,421

総資産額 （千円） 2,935,955 4,057,505 2,844,679

１株当たり四半期純損失（△）又

は１株当たり当期純利益
（円） △35.69 △33.91 59.52

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － 58.66

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 29.1 23.9 36.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、第14期第１四半期累計期間及び第15期第１四半期累計

期間は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４．１株当たり配当額は配当を実施していないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生はありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期累計期間における事業環境は、国内景気の緩やかな回復基調が、物価高に伴う個人消費や設備投資

などの内需減少により足踏み状態とみられます。日本銀行のマイナス金利政策解除、急速な円安の進行や地政学リ

スクによるエネルギーや原材料価格の高騰が懸念されるなど、景気の先行きは依然として不透明な状況でありま

す。

　このような環境下において、当社は2024年２月に茨城県結城市に「結城」、栃木県鹿沼市に「新鹿沼」、同年３

月に千葉県八街市に「八街」、栃木県真岡市に「真岡久下田」、群馬県伊勢崎市に「伊勢崎連取」、同年４月に静

岡県沼津市に「沼津下香貫」、同県富士市に「富士津田」、同県菊川市に「菊川」の各トランクルームを開業致し

ました。

 

　トランクルーム運営管理事業については、既存店舗の稼働室数増加と新規出店８店舗により増収となりました。

　トランクルーム開発分譲事業については、首都圏７件（ビルイン型）の開発を行っております。また、「真岡久

下田」コンテナ部分の売却がありました。

　その他不動産取引事業については、レジデンス１物件、ホテル１物件、事務所１物件の賃料売上を計上しており

ます。

　以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は245,062千円（前年同四半期比20.9％増）、営業損失は68,416千

円（前年同四半期は営業損失68,808千円）、経常損失は63,448千円（前年同四半期は経常損失67,489千円）、四半

期純損失は62,586千円（前年同四半期は四半期純損失65,872千円）となりました。

 

　各セグメントごとの経営成績は以下のとおりであります。

 

（トランクルーム運営管理事業）

　トランクルーム運営管理事業では、トランクルームを利用者に貸し出し、運営・管理を行うことにより利益を

得ております。利用者から受領するトランクルーム利用料及びプロパティマネジメント受託収入が売上であり、

トランクルームを所有あるいは賃借するコスト及び運営に必要なコストが原価となります。

　当第１四半期累計期間は、既存店舗の稼働室数維持・拡大、新規契約者の獲得に努めて参りました。また、コ

ンテナ型トランクルームの新規自社保有物件を増やしたことによるトランクルーム販管費が増加しました。

　この結果、トランクルーム運営管理事業の売上高は212,604千円（前年同四半期比16.7％増）、セグメント損

失は8,945千円（前年同四半期はセグメント損失18,172千円）となりました。

 

（トランクルーム開発分譲事業）

　トランクルーム開発分譲事業では、トランクルームを企画、開発し、不動産投資家に売却することで利益を得

ております。売却代金が収入であり、開発に要したコストが原価となります。

　当第１四半期累計期間は、開発物件仕入の獲得に努めて参りました。また、１物件（コンテナ型トランクルー

ム）のコンテナ部分を投資家へ売却いたしました。

この結果、トランクルーム開発分譲事業の売上高は17,814千円（前年同四半期比13.2％減）、セグメント損失

は15,499千円（前年同四半期はセグメント損失2,915千円）となりました。

 

（その他不動産取引事業）

　その他不動産取引事業では、トランクルーム以外の不動産を不動産投資家へ仲介、再販することで利益を得ま

す。仲介手数料または売却代金が収入であり、不動産の仲介または仕入に要したコストが原価となります。

　当第１四半期累計期間は、不動産仕入及び不動産投資家の獲得に努めて参りましたが、自社所有の不動産賃料

収入の計上のみとなりました。

　この結果、その他不動産取引事業の売上高は14,643千円（前年同四半期の売上高はありません）、セグメント

利益は6,655千円（前年同四半期はセグメント損失525千円）となりました。
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(2）財政状態の状況

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べて1,205,796千円増加し、3,367,828千円となりました。これは、現金及び預金

が706,929千円と前事業年度末に比べて240,496千円減少したものの、開発分譲事業の販売用不動産が2,500,033千

円と前事業年度末に比べて1,361,829千円増加したこと等によるものです。固定資産は、前事業年度末に比べて

7,028千円増加し、689,676千円となりました。これは、有形固定資産が6,029千円減少したものの無形固定資産が

6,836千円増加、投資その他の資産が前事業年度末に比べて6,221千円増加したことによるものです。この結果、資

産合計は前事業年度末に比べて1,212,825千円増加し、4,057,505千円となりました。

 

（負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べて1,268,165千円増加し、1,897,398千円となりました。これは、開発７物件等

に伴い短期借入金が前事業年度末から1,101,500千円増加したことなどによるものです。固定負債は、前事業年度

末に比べて9,271千円増加し1,192,297千円となりました。これは、長期借入金が前事業年度末から46,976千円減少

したものの長期未払金が56,461千円増加したことなどによるものです。この結果、負債合計は前事業年度末に比べ

て1,277,437千円増加し、3,089,695千円となりました。

 

（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べて64,611千円減少し、967,809千円となりました。これは利益剰余金が前事

業年度末より62,586千円減少、その他有価証券評価差額金が前事業年度末より2,024千円のマイナス評価となった

ことなどによるものです。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　当第１四半期累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更

はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2024年４月30日）

提出日現在発行数（株）
 

（2024年６月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 1,845,500 1,845,500
東京証券取引所

グロース市場

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式単元株式数100株

計 1,845,500 1,845,500 － －

（注）提出日現在の発行数には、2024年６月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

　　れた株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2024年２月１日～

2024年４月30日
－ 1,845,500 － 260,928 － 208,368

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2024年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2024年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,844,400 18,444 －

単元未満株式 普通株式 1,100 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  1,845,500 － －

総株主の議決権  － 18,444 －

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ストレージ王(E37595)

四半期報告書

 6/17



第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2024年２月１日から2024年４

月30日まで）及び第１四半期累計期間（2024年２月１日から2024年４月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任大有監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2024年１月31日）
当第１四半期会計期間
（2024年４月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 947,426 706,929

売掛金 1,763 11,342

商品 767 6,063

販売用不動産 1,138,203 2,500,033

前渡金 29,764 20,601

前払費用 36,914 39,482

その他 7,190 83,375

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 2,162,031 3,367,828

固定資産   

有形固定資産   

建物 68,390 68,390

減価償却累計額 △19,275 △20,227

建物（純額） 49,115 48,163

機械及び装置 371,870 371,870

減価償却累計額 △269,702 △273,513

機械及び装置（純額） 102,168 98,357

工具、器具及び備品 333,712 332,506

減価償却累計額 △292,788 △292,288

工具、器具及び備品（純額） 40,924 40,218

土地 99,185 109,714

リース資産 31,300 31,300

減価償却累計額 △892 △1,674

リース資産（純額） 30,407 29,625

建設仮勘定 25,274 15,569

その他 25,265 25,265

減価償却累計額 △5,085 △5,687

その他（純額） 20,180 19,578

有形固定資産合計 367,256 361,227

無形固定資産   

ソフトウエア 11,315 10,241

その他 2,082 9,992

無形固定資産合計 13,397 20,233

投資その他の資産   

投資有価証券 36,700 33,800

長期前払費用 10,793 10,034

敷金及び保証金 243,484 251,480

繰延税金資産 3,005 4,889

その他 8,010 8,010

投資その他の資産合計 301,993 308,215

固定資産合計 682,647 689,676

資産合計 2,844,679 4,057,505
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  （単位：千円）

 
前事業年度

（2024年１月31日）
当第１四半期会計期間
（2024年４月30日）

負債の部   

流動負債   

短期借入金 263,000 1,364,500

１年内返済予定の長期借入金 183,862 420,652

リース債務 6,482 5,035

未払金 64,776 64,801

未払費用 1,437 1,925

未払法人税等 71,626 733

未払消費税等 7,703 －

前受金 4,117 4,115

預り金 14,018 18,830

賞与引当金 2,558 6,977

その他 9,651 9,827

流動負債合計 629,232 1,897,398

固定負債   

長期借入金 1,059,542 1,012,566

リース債務 26,874 25,817

長期未払金 － 56,461

退職給付引当金 7,900 8,500

転貸損失引当金 9,543 9,543

資産除去債務 67,507 67,521

その他 11,658 11,887

固定負債合計 1,183,025 1,192,297

負債合計 1,812,258 3,089,695

純資産の部   

株主資本   

資本金 260,928 260,928

資本剰余金 208,368 208,368

利益剰余金 574,943 512,356

株主資本合計 1,044,239 981,652

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △11,818 △13,843

評価・換算差額等合計 △11,818 △13,843

純資産合計 1,032,421 967,809

負債純資産合計 2,844,679 4,057,505
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
（自　2023年２月１日
至　2023年４月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年２月１日
至　2024年４月30日）

売上高 202,664 245,062

売上原価 183,687 204,774

売上総利益 18,976 40,287

販売費及び一般管理費 87,785 108,704

営業損失（△） △68,808 △68,416

営業外収益   

受取利息及び受取配当金 2 2

受取保険金 － 4,017

太陽光売電収入 6,965 6,451

その他 623 641

営業外収益合計 7,592 11,112

営業外費用   

支払利息 1,338 1,037

太陽光売電原価 4,933 5,106

営業外費用合計 6,272 6,144

経常損失（△） △67,489 △63,448

税引前四半期純損失（△） △67,489 △63,448

法人税、住民税及び事業税 146 146

法人税等調整額 △1,764 △1,008

法人税等合計 △1,617 △861

四半期純損失（△） △65,872 △62,586
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【注記事項】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更及び会計上の見積りの変更）

　（有形固定資産の減価償却方法及び耐用年数の変更）

　有形固定資産のうち工具、器具及び備品の減価償却方法について、従来、定率法を採用しておりましたが、

当第１四半期会計期間より、定額法に変更しております。この変更は、固定資産の使用状況を検証し、中長期

的な設備投資戦略の検討を行ったことによるものです。現在保有する工具、器具及び備品の使用状況を調査し

た結果、コンテナ等における急激な経済的劣化、陳腐化はみられず、かつ今後も長期安定的な稼働が見込まれ

ることから、使用期間にわたり費用を均等配分する方法を採用することが、より当社の経営成績を適正に反映

できるものと判断しました。

　また、当第１四半期会計期間より減価償却方法の変更にあわせて、工具、器具及び備品の一部の資産の耐用

年数を、使用方法及び稼働状況等を考慮した経済的使用可能予測期間に基づく耐用年数に変更しております。

　これにより、従来の方法と比べて、当第１四半期累計期間の減価償却費が13,337千円減少し、営業損失、経

常損失及び税引前四半期純損失がそれぞれ13,337千円減少しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　2023年２月１日
至　2023年４月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年２月１日
至　2024年４月30日）

減価償却費 8,741千円 8,421千円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期累計期間（自　2023年２月１日　至　2023年４月30日）

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間（自　2024年２月１日　至　2024年４月30日）

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2023年２月１日　至　2023年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期損益
計算書計上
額（注）３ 

トランク
ルーム運営
管理

トランク
ルーム開発
分譲

その他不動
産取引

計

売上高       

顧客との契約から生じる

収益
16,818 20,520 － 37,338 － 37,338

その他の収益（注）２ 165,325 － － 165,325 － 165,325

外部顧客への売上高 182,144 20,520 － 202,664 － 202,664

セグメント間の内部売上

高または振替高
－ － － － － －

計 182,144 20,520 － 202,664 － 202,664

セグメント損失（△） △18,172 △2,915 △525 △21,612 △47,196 △68,808

（注）１．セグメント損失（△）の調整額△47,196千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用47,196千円で

あります。全社費用とは、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく賃貸収入であります。

３．セグメント損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2024年２月１日　至　2024年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期損益
計算書計上
額（注）３ 

トランク
ルーム運営
管理

トランク
ルーム開発
分譲

その他不動
産取引

計

売上高       

顧客との契約から生じる

収益
27,675 17,814 1,774 47,263 － 47,263

その他の収益（注）２ 184,929 － 12,869 197,798 － 197,798

外部顧客への売上高 212,604 17,814 14,643 245,062 － 245,062

セグメント間の内部売上

高または振替高
－ － － － － －

計 212,604 17,814 14,643 245,062 － 245,062

セグメント利益又は損失

（△）
△8,945 △15,499 6,655 △17,789 △50,626 △68,416

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△50,626千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

50,626千円であります。全社費用とは、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく賃貸収入であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　2023年２月１日
至　2023年４月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年２月１日
至　2024年４月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △35円69銭 △33円91銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失（△）（千円） △65,872 △62,586

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △65,872 △62,586

普通株式の期中平均株式数（株） 1,845,500 1,845,500

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－ －

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失で

あるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

2024年６月13日

 

株式会社 ス ト レ ー ジ 王

取 締 役 会　御 中

有限責任大有監査法人

東京都千代田区

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 新 井 　努

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 本間　純子

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ストレージ王の2024年２月１日から2025年１月31日までの第15期事業年度の第１四半期会計期

間（2024年２月１日から2024年４月30日まで）及び第1四半期累計期間（2024年２月１日から2024年４月

30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ストレージ王の2024年４月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レ

ビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規

定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当

監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して

四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作

成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ

る。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我

が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚

起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財

務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半

期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸

表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記

事項を含めた四半期財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会

計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード

を適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上
   
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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